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１．ベシクルと高分子鎖からなる複合系を取り扱えるように、ベシクルに対しては phase field 理論、高分子
に対しては自己無撞着場理論を用い、両者を等価に扱える理論を独自に展開させた。これにより従来の粗視
化分子シミュレーションに比べ、輸送物質である高分子のアーキテクチャと膜構造の関係を明確に記述でき
る様になった。 
２．実験で観察されている、高分子鎖の閉じ込めによる膜形状変化の原因が膜の弾性エネルギーと高分子鎖
の閉じ込めによるコンフォメーションエントロピーの競合であることを明確にし、高分子の相溶性を変化さ
せた時に観察される形態変化を系統的に明らかにした。 
３．ずり流動場下でのベシクルの振舞いを記述する為に、流動下における散逸関数の最小化という新しい概
念を導入し、今までの流動場化でのベシクルの運動に関する現象論的な議論に対して、その物理的な意義付
けを明確にした。 
４．高分子を内包したベシクルが血管などのずり流動場下におかれると、ベシクル内部の粘性の増加により
散逸が抑えられ、ベシクルが管中心部に局在化する現象を見出した。これはベシクルを用いた物質輸送を展
開する上で非常に重要な成果である。 
以上、本研究はベシクル内に高分子鎖を閉じ込めることによって誘起される構造転移やずり流動場下での運
動を場の理論により解明した先進的な研究であり、この分野のこれからの展開に大きな礎となるものである
と高く評価される。これは大矢豊大が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有している
ことを示す。よって博士論文として合格であると認める。 
